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お子さんは、授業がよくわかると
いっている。

お子さんは、進んであいさつがで
きている。

お子さんは、正しい言葉づかいが
できる。

お子さんは、社会生活のルールやマ
ナーを守って生活している。

お子さんは、読書の習慣が身につ
いている。

お子さんは、家庭学習の習慣が身
についている。

令和７年１月１７日

一宮市立大和南小学校

校長　中西　美紀

アンケート回答数　203　　Ａ思う　Ｂどちらかといえば思う　Ｃどちらかといえば思わない　Ｄ思わない

保護者　様

アンケート「よりよい大和南小学校をめざして」の結果について

　厳寒の候　保護者の皆様方には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
　さて、過日実施させていただきましたアンケート「よりよい大和南小学校をめざして」にご協力いただき、誠にあ
りがとうございました。その結果を下記のようにご報告させていただきます。今後とも学校運営について、ご理解ご
協力を賜りますようよろしくお願いいたします。

学校は、家庭や地域の意見や願いを
生かした教育活動を進めている。

学校は、授業公開、各種便り、ウェ
ブページ等で、家庭や地域にわかり
やすく情報発信をしている。

学校は、子どもの安全対策(施設・
環境整備、防災・生活安全など)に
努力している。

学校は、いじめ防止に取り組んでい
る。

学校は、保護者に対してていねい
に説明や対応をしている。

お子さんは、学校が楽しいと
言っている。
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１ 学校の取り組みについて

○

○

○

２ 児童の学習や生活について

○

○

○

　「家庭や地域の意見や願いを生かした教育活動(項目１)」では、９６％（昨年度と同じ）の方に、Ａもしくは
Ｂの評価をいただきました。今後も、児童一人一人にしっかりと向き合い、寄り添いながら、新学習指導要領に
沿った教育活動を実践していきます。そして、保護者や地域の方の理解と信頼を得られるよう教育活動の改善に
一層努力していきます。

　「情報発信（項目２）」では９６％（昨年度と同じ）という評価をいただきました。「環境整備、安全対策(項
目３)」では、９５％（昨年度比-３）という評価をいただきました。今後も一層、児童の安心・安全を第一に考
え、社会情勢の変化に合わせた適時適切な情報発信や安全対策に全職員で努めてまいります。

　「いじめ防止の取り組み(項目４)」では、９３％(昨年度と同じ）、「説明や対応(項目５)」では、９１％(昨
年比-４）評価をいただきました。今後も生活アンケートや教育相談、「一日観察日」の設定等を通して、いじめ
や不登校等の未然防止や早期発見に取り組み、職員間で情報共有を徹底し、連携しながら早期対応に努めてまい
ります。また、「発見！かっこいいカード」や道徳の授業の充実、「わくわくペア」での遊びや縦割り清掃等の
異学年交流を通した活動など、今後も引き続き豊かな心の育成に取り組んでまいります。学校では、スクールカ
ウンセラーとも連携し、児童や保護者の相談の場も充実していますので、お困りのことがありましたら、まずは
学校へお問い合わせください。

　「学校が楽しい(項目６)」では９０％(昨年度比-４)の評価をいただきました。また、「授業がよくわかる(項
目７)」では８２％(昨年度比－６）となりました。今年度も、ペアやグループで学ぶことを意識して授業づくり
を進めてきました。しかし、「よくわかる」と答えた児童が減少しており、今後も、授業法研究や個別の指導を
進めながら、よりよくわかる授業づくりを進めていく必要性を強く感じています。そして、児童が、「授業がわ
かる」「授業が楽しい」と感じていく中で、児童がより楽しく学校生活を送ることができるよう努力してまいり
ます。

「あいさつ(項目８)」では７２％(昨年比-１)、「正しい言葉づかい(項目９)」では６６％(昨年度比－５)、
「社会生活のルールやマナー(項目１０)」では９１％(昨年度比-３）の評価となっています。あいさつや言葉づ
かいに関する評価が全体的にあまり高くないことは、今後の課題であると考えます。学校でも指導していくとと
もに、学校・家庭・地域がともに手を携え、大人が良き手本となって粘り強く指導を続けていくことが必要で
す。ご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

　「読書の習慣(項目１１)」では３９％(昨年比-８）の評価となりました。「家庭学習の習慣(項目１２)」では
５２％(昨年度比－３)となりました。これまで学校では、全校あげての読書活動やお薦め図書の紹介など、学校
図書館司書を活用して読書への興味や関心を高める取り組みをしています。また、家庭学習に関しては、土日の
宿題をなくしたことで、学習の時間が減少したと感じているかもれません。今後は、新たに生み出された時間
で、個に応じて幅広い学習を進めていくことが求められていきます。自分自身が興味をもったことについて調べ
てまとめたり、音楽を楽しんだり、作品をつくったり、実習や実験を行ったりすることができる児童の育成を目
指していきたいと思います。今後も、家庭のご理解とご協力を得ながら、根気強く取り組みたいと考えていま
す。

アンケートの結果と次年度に向けて

お子さんは、進んで外遊びをしてい
る。

お子さんは、子ども会活動など地域の
人々との交流の場に参加している。

Ａ:思う　　Ｂ:どちらかといえば思う　　C:どちらかといえば思わない　　D:思わない
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